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スタンス
（足踏み）

セット
（胴造り）

ノッキング
（矢つがえ）

セットアップ
（打ちおこし）

ドローイング
（引き分け）

フルドロー
（会）

リリース
（離れ）

フォロースルー
（残身）

一本の矢を射るまでの動作（例）

能登高校
アーチェリー部

弓
は
旧
石
器
時
代
、
狩
猟

の
道
具
と
し
て
発
達
し

た
も
の
が
起
こ
り
と
い

わ
れ
、
地
中
海
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）、

蒙
古
型
（
和
弓
）、ピ
ン
チ
型
（
ボ
ー

ガ
ン
）
の
3
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
洋
弓
）
は
武
器

と
し
て
古
代
エ
ジ
プ
ト
や
中
世
イ
ギ

リ
ス
で
普
及
し
た
が
、
鉄
砲
の
出
現

と
共
に
衰
退
。
そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
イ
ギ
リ
ス
王
室
を
中
心
に
復

活
し
た
。

　

競
技
形
態
は
非
常
に
多
く
、
日
本

で
は
①
ア
ウ
ト
ド
ア
タ
ー
ゲ
ッ
ト
②

イ
ン
ド
ア
③
フ
ィ
ー
ル
ド
―
の
３
つ

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大
き
な
競
技
会

で
実
施
さ
れ
る
種
目
は
ア
ウ
ト
ド
ア

タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
そ
の
中
に
も
①
シ

ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
（
男
子
90
、
70
、

50
、
30
㍍
、
女
子
70
、
60
、
50
、

30
㍍
を
各
36
射
の
合
計
１
４
４
射

１
４
４
０
点
満
点
）
②
70
㍍
Ｗ
（
70

㍍
36
射
を
2
回
。
国
体
や
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
の
予
選
）
③
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ

ウ
ン
ド
（
70
㍍
12
射
、
大
き
な
大
会

の
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
、
メ
ダ
ル
が
か
か

る
対
戦
は
交
互
に
射
る
）
―
が
ル
ー

ル
と
し
て
分
類
で
き
る
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
的
）
の
直
径
は

１
２
２
㌢
。
5
色
に
区
切
ら
れ
10
段

階
に
点
数
が
付
け
ら
れ
る
。

Archeryアーチェリー
基本の「き」

まちのアスリート
【用具解説】
❶ハンドル❷リム _ 弓の主流は３つに分解できるテ
イクダウンボウ。矢の速度は時速約 200 ㎞
❸弦 _ 軽くて強い化学繊維を 10 ～ 22 本をより合わ
せたもの
❹サイト（照準器）_ 狙いを定めるもの
❺スタビライザー _ 衝撃を吸収するもの
❻アームガード❼チェストガード
❽矢 _ アルミ合金またはカーボンパイプの
シャフトに樹脂系の羽根を付けたもの
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　アーチェリーは障害者も健常者も
全く同じ条件で試合を行うスポーツ
です。マイナーではありますが、そ
れゆえ高校から始めても大きな大会
に出るチャンスがあります。
　強豪であるソフトテニスと共に、
アーチェリー部があるということは
能登高校の大きな特色でもあります。
アーチェリー場の完成を機に、部員
数 も 増 え て ア ー チ ェ リ ー が 盛 り 上
がってくれればと思っています。

　 ア ー チ ェ リ ー は 心 技 体 の 中 で も
「心」が大切な競技であり、生徒たち

には日常生活が大切だと話していま
す。あいさつや礼儀、マナーをしっ
かりできることが人間性を高め、精
神的にも強くなるのです。
　自分に厳しくできる生徒、目標を
もって、目的をもって練習できる生
徒は伸びます。目標は「インターハ
イ優勝」。個人的には、ここから日本
代表の選手を出したいですね。

　大学を卒業してすぐに石川県の教
員になり、8 年間柳田農業高校アー
チェリー部を指導しました。指導者
として私も一年生。国体開催も決まっ
ていたため、生徒たちと一緒にやる
しかないという状況でした。
　当時の教え子たちが指導者として
アーチェリー部をつないでくれてい
ることがうれしいですね。生徒たち
には、「世界で戦う」という夢をもっ
て頑張ってほしいと思います。

濱出正彦深見宣夫山首一恵
アーチェリー部
顧問

アーチェリー部
顧問

金沢向陽高校
アーチェリー部顧問

愛知県出身。中京大学卒
業後、柳田農業高校アー
チェリー部を指導。石川
国体では選手として団体
2 位、個人 2 位と活躍。

柳田農業高校卒業後、日
本体育大学へ進学。平成
13 年から能登青翔高校
教員としてアーチェリー
部を指導する。

平成 17 年から能登青翔
高 校 ア ー チ ェ リ ー 部 顧
問。21 年 4 月 か ら 能 登
高校アーチェリー部顧問
として創部から携わる。

伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら

新
た
な
歴
史
を
刻
む
―

練
習
場
所
の
確
保
に
奔
走

　

平
成
21
年
4
月
、
能
登
高
校
の
誕

生
と
共
に
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
も
創

部
さ
れ
た
。
当
初
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
能
登
青
翔
高

校
と
の
合
同
練
習
。
新
入
部
員
は
、

授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
先
生
の
車
や

寮
の
バ
ス
で
柳
田
へ
走
っ
た
。
練
習

は
午
後
5
時
過
ぎ
か
ら
7
時
ご
ろ
ま

で
の
約
2
時
間
し
か
確
保
で
き
な
い

状
況
が
続
い
た
。

　

経
験
の
浅
い
初
心
者
は
、
一
本
で

も
多
く
矢
を
射
っ
て
フ
ォ
ー
ム
を
固

定
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
学
校
側
は

練
習
時
間
確
保
の
た
め
旧
宇
出
津
高

校
で
練
習
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。

し
か
し
、
能
都
中
学
校
の
移
転
が
決

定
。
再
び
能
登
青
翔
高
校
で
練
習
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

現
在
の
部
員
数
は
２
年
生
４
人
、

1
年
生
２
人
の
計
6
人
。
冬
期
間
は

剣
道
場
で
イ
ン
ド
ア
競
技
の
練
習
を

重
ね
て
い
る
。

全
国
を
目
指
せ
る
競
技

　

県
内
の
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
は

現
在
、
能
登
高
校
と
金
沢
向
陽
高
校

の
２
校
の
み
。
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の

よ
う
に
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
で
は

な
い
た
め
、
両
校
と
も
部
員
の
確
保

に
苦
労
し
て
い
る
。

　

競
技
人
口
が
少
な
い
ゆ
え
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
高
校
か
ら
始
め
て

も
北
信
越
や
国
体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

な
ど
、
大
き
な
大
会
に
出
場
す
る

【上段左から】
堂ヶ端亮太（地域創造科 2 年）
⻆田初一（地域創造科 2 年：副主将）
西出智洋（普通科 2 年：主将）
【中段左から】

上野智也（地域創造科 1 年）
大森亮太（地域創造科 2 年）
【下段】

紺谷亜樹（地域創造科 1 年）

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
だ
。

　

平
成
18
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は

能
登
青
翔
高
校
3
年
（
当
時
）
の
池

田
浩
太
さ
ん
が
準
優
勝
。
能
登
青
翔

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
名
を
全
国
に
響
か

せ
た
。

　

能
登
高
校
と
な
っ
て
も
、
西
出
智

洋
さ
ん
（
2
年
）
が
県
高
校
総
体
で

個
人
優
勝
、
⻆
田
初
一
さ
ん
（
同
）

が
北
信
越
大
会
で
2
位
に
な
る
な
ど

好
成
績
を
残
し
て
い
る
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
建
設
へ

　

指
導
す
る
深
見
宣
夫
先
生
は
「
短

い
練
習
時
間
で
上
達
す
る
た
め
に

は
、
生
徒
ら
の
意
識
が
大
切
」
と
話

す
。
毎
日
の
練
習
開
始
前
、
6
人
は

大
き
な
声
で
自
分
の
目
標
を
発
表
し

て
い
る
。
自
分
が
立
て
た
目
標
を
常

に
意
識
し
て
練
習
さ
せ
る
た
め
に
取

り
入
れ
た
と
い
う
。

　

現
在
、
能
登
高
校
敷
地
内
で
念
願

の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
建
設
が
進
ん
で

い
る
。
4
月
か
ら
は
練
習
場
所
と
時

間
と
い
う
最
大
の
課
題
が
解
消
。
矢

を
射
る
本
数
を
増
や
し
、
必
要
な
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
で
き
る
。

　

意
識
改
革
を
し
た
6
人
と
新
入
部

員
が
、
こ
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
で
ど

こ
ま
で
伸
び
る
の
か
楽
し
み
だ
。

平
成
3
年
の
石
川
国
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
開
催
決
定
を
機
に
柳
田

農
業
高
校
で
産
声
を
上
げ
た
「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
」。
能
登
青
翔
、

能
登
高
校
と
高
校
は
変
わ
っ
て
も
、
歴
代
の
部
員
た
ち
は
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
部
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
歴
史
を
刻
み
続
け
て
い
る
。

建設が進む能登高校アーチェリー場。競技を実際に
見てもらえることで部員数の確保も期待される。



「
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
10

点
に
入
っ
た
瞬
間
は
最
高

の
気
分
で
す
」
と
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の

魅
力
を
語
る
西
出
智
洋
さ
ん
＝
鶴
町

＝
。
主
将
と
し
て
能
登
高
校
ア
チ
ェ

リ
ー
部
を
引
っ
張
る
エ
ー
ス
だ
。

　
2
月
13
日
に
柳
田
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
石
川
県
室
内
選
手
権
大
会
で

社
会
人
、
大
学
生
に
混
じ
っ
て
堂
々

の
初
優
勝
。
イ
ン
ド
ア
競
技
で
県
内

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
な
っ
た
。

　「
調
子
は
良
か
っ
た
し
地
元
で
勝

ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
合
宿

で
深
見
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
メ
ン
タ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
が
出
て
き

た
よ
う
で
す
」
と
大
会
を
振
り
返
る

西
出
さ
ん
。「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
練

習
の
成
果
が
点
数
と
い
う
結
果
に
出

る
か
ら
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」
と

力
強
く
語
る
。

陸
上
か
ら
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
へ

　
高
校
で
は
、
中
学
時
代
と
同
じ
陸

上
部
に
入
部
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
と

い
う
。
た
ま
た
ま
友
人
に
誘
わ
れ
て

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
を
見
学
・
体
験
し

「
楽
し
い
」
と
感
じ
た
。

　「
陸
上
で
は
県
レ
ベ
ル
が
限
界
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
両
親
も
『
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
な
ら
上
を
目
指
せ
る
し
悪

く
な
い
』
と
賛
成
し
て
く
れ
た
の
で

入
部
を
決
め
ま
し
た
」

　
入
部
当
初
の
練
習
は
、
5
㍍
か
ら

徐
々
に
距
離
を
伸
ば
し
て
い
く
。

　「
最
初
は
5
㍍
も
な
か
な
か
当
た

り
ま
せ
ん
。
30
㍍
を
ま
と
も
に
打
て

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
夏
休
み
の
終

わ
り
で
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

9
月
に
は
両
親
と
相
談
し
て
自
分
の

弓
を
購
入
。
大
学
、
社
会
人
と
生
涯

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
や
っ
て
い
く
こ
と

を
決
意
し
、
さ
ら
に
上
を
目
指
す
よ

う
に
な
っ
た
。

全
国
高
校
選
抜
大
会
に
挑
む

　
昨
年
11
月
の
新
人
戦
を
制
し
、
3

月
26
日
か
ら
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
抜

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

　「
26
位
以
内
に
入
れ
ば
次
の
大
会

に
つ
な
が
り
ま
す
。
選
抜
大
会
で
自

己
ベ
ス
ト
を
大
き
く
更
新
し
、
上
位

入
賞
を
果
た
す
こ
と
が
夢
で
あ
る
日

本
代
表
へ
の
第
一
歩
で
す
」

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
は
自
分
と
の

戦
い
。
常
に
上
を
目
指
す
西
出
さ
ん

の
弓
は
『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』
と
い
う
的

を
狙
っ
て
い
る
。

能登高校アーチェリー部

西出智洋主将

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」を
目
指
す
能
登
高
生
が
、

静
岡
の
地
で
全
国
の
強
豪
に
挑
む
。
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